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記録された「日本美術史」 一 田中 一松• 土居次義・相見香雨の調査ノ ー トの研究と展示

③事業の目的

相見香雨(1874-1970)·田中 一松(1895-1983)·土居次義(1906-1991)の三氏は、 近代

的な日本美術史研究の草創期に活躍し、 明治末から昭和にかけての日本美術史研究に偉大

な足跡を残した学者である。彼らは、膨大で緻密な調査ノ ー トを残したことでも知られてい

る。それらのノ ー トには文字梢報だけでなく、克明かつ秀逸なスケッチによる記録が見られ、

その梢報凪は実に豊富であり、また有意義である。三者の研究対象は、専門が細分化してき

た今日の美術史研究の現状とは異なり、古代から江戸時代までの広範囲に及んでいる。土居

氏の調査ノ ー トは京都工芸繊維大学に、田中氏のノ ー トは東京国立文化財研究所に、相見氏

のノ ー トは九州大学に所蔵され、厳重な管理の下で保管されており、三氏の調査ノ ー トの美

術史的価値を伝えることを本事業の目的とした。相見氏研究については村角紀子氏（松江市

歴史まちづくり部史料編梨課専門調査員）、 田中氏については江村知子氏（東京文化財研究

所文化財梢報資料部文化財アーカイプズ研究室長）、 土居氏および展党会の総括については

並木誠士氏（京都工芸緩維大学教授）、 多田羅多起子氏（京都造形芸術大学） にご協力いた

だいた。

④事業実績・研究成果（具体的に）

京都工芸繊維大学美術工芸資料館・ 実践女子大学香雪記念資料館主催により、 「記録され

た日本美術史 ー 相見香雨•田中 一松・土居次義の調査ノ ー ト展」を開催した（本学：平成30

年5月12日～6月16日、 京都工芸繊維大学：同年6月25日～8月11日）。 美術史学会に

後援申詰を提出した成果もあり、本学では約1ヶ月間という短期間ながら、 一般の方々、学

内外の学生のほか、日本美術史、東洋美術史を中心とする研究者の方々に多く来館いただ＜

ことができた（入館者数：953名）。 関連事業として、 本学では会期中にギャラリ ー トー ク

を 2回実施した。 また、本学美学美術史学科の授業見学も多く行われた。本展は、香雪記念

資料館が他大学のミュ ー ジアムと連携・開催を行った初めての例であるが、美術史を志す学

生を指羽する、 大学（大学ミュ ー ジアム） という場で開催できたことは、 非常に意義深いも

のといえるだろう。

⑤研究成果の発表・活用（学会発表・論文掲載・地域連携・産学連携など）

本展の協力者であり、土居ノ ー トについて研究を重ねてこられた多田羅多起子氏が 「 幸野

楳嶺『代磋記』（土居次義氏旧蔵） の美術史学的位四一美術史学のアーカイブ構築へ向けて

ー」 を美術史学会全国大会にて発表された（於東北大学、 2018年5月18日）。 また、 京都

工芸繊維大学で行われたシンポジウムでは、申請者がパネルディスカッションに参加し、香

雪記念資料館学芸員による報告も行われた（同年7月7日）。 さらに、 芸術の専門誌である

『芸術新潮』2018年8月号等でも本展について取り上げていただいた。



⑥今後の展開・継続性について

三氏のうち、特に相見香雨のノ ートには、 香雪記念費料館で作品を所蔵し、 本展にも出品

した谷幹々や奥田来禽等の女性画家に関する記述が残るため、 今後も調査を継続したいと

考えている。 また、 江村知子氏を代表とし、 田中 一松毀料等を研究対象とする「日本美術の

記録と評価についての研究一美術作品調書の保存活用」（科学研究費基盤研究(B)、 2019 

2021年、 独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所）が採択された。 本学および香雪

記念資料館でも、適宜協力を行っていきたい。








